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教育・子育て・防災「3本の柱」に“攻め”の審査で見えた
白子町のこれから・・・・・

令和６年度一般会計予算は議会の修正から始まった…
小学校の校舎建築に関する小学校設計業務委託料１億２千万円ですが、統合の議論が不十分なまま

で時期が適切ではない、との判断で議会により予算が減額修正されました。

その後、補正予算等を経て、最終的には、令和６年度一般会計は歳入約 56 億１千万円、歳出約 53

億８千万円の決算になりました。

決算審査特別委員会で審査！
決算審査特別委員会は９月 11 日と 17 日の２日間行われ、一般会計

と５事業特別会計を慎重に審議しました。

一般会計では、町が「３つの柱」とした主要事業を中心に、特別会

計では各事業で、それぞれ詳細にチェックしました。
統合小学校は中学校の敷地内に

建設される予定。

質疑、議論、要望！！
教育環境の充実

議論が必要な小学校統合

　設計業務委託料１億２千万

円は減額修正されたが、小学

校統合に関する議論は継続さ

れている。

安全安心な施設整備

　統合までは現在の小学校施

設を利用するので、老朽化対

策は必須。

　ＩＣＴ機器を活用した質の

高い教育環境の整備に配慮す

ること。

子育て支援の充実
家庭の負担 2,143 万円減

　給食費無償化により、家庭

の負担が軽減されたが、継続

には安定財源の確保が必要。

子ども子育て支援

　町と地域が一体となり更な

る子育て支援施策の充実・強

化に努めている。

　保健・福祉・教育などが横

断的に連携した展開は検討の

余地がある。

災害に強いまちづくり
地域防災マネージャー

　専門的知見を活かし、地域

防災力の向上及び有事即応体

制の強化を目指した。

防災行政無線の整備

　防災関連で約 9 千万円。更

新の時期を迎えた防災行政無

線親局の整備等、安定稼働と

リスク回避、高品質な情報伝

達と多様な手段の活用に努め

た。

そして認定！！！
慎重審議の結果、一般会計のほか、国民健康保険事業、後期高齢者事業、

介護保険事業、コミニティ・プラント事業、ガス事業の５事業特別会計、

全ての会計で令和６年度決算が認定されました。

令和７年度決算審査特別委員会

長島誠一委員長・秋葉広行副委員長・市川隆子委員

宗島理仁委員・髙山隆一委員・前田充浩委員・大塚貴充委員

計画の策
定が目的

になら

ないよう
に！！

計画に基
づき確実

に事業

を進める
ことが重

要！

 

議員の突
撃

インタ
ビュー

どうして白子に？？

今後の活動は？

なぜカフェか？

地域おこし協力隊 中大路彩子さん
なか　 おおじ　　あやこ

に聞きました！
インタビュアー 市川隆子・前田充浩・大多和正之インタビュアー 市川隆子・前田充浩・大多和正之

子育てがひと段落し、「新しい土地で暮

らしてみたい」と思っていたときに、地域

おこし協力隊の事を知りました。

白子町は家族でよくサーフィンを楽しん

だり、毎年たまねぎ祭りに訪れたりしてい

た思い出の場所。

「ご縁を感じました。白子町なら家族の

理解も得られそうだと思いました。」と笑

顔で話してくれました。

Café SOIL(カフェソイル)は、

「憩いの空間×チャレンジを応援する地

域共創カフェ」

白子町の豊かな土壌＝SOILのように、地

域の人々や思いを受け止め、育てていける

場をつくっていきます。地域の皆さんと一

緒に考え、協力しながら、交流や活動の輪

を広げる空間を目指していきます。　

循環農業を学び、製菓製造の経験を積ん

だことから、地域の特産である農業を生か

し、農家の皆さんとつながるカフェを立ち

上げたいと考えています。

「コーヒーを通して人と出会い、そこから

新しいつながりや活動が生まれていくーー

そんな場所が増えれば、白子町はもっと楽

しくなると思います」

オープン初日、家族が応援に

～人の思いと地域の恵みが重なって～
地域おこし協力隊の活動を通じて、空き家が地域資源としてよみがえり、人と人との交流が

広がっていく様子に、白子町の未来への一歩を感じることができました。

令和 7年 11 月６日　白子の議会　第 159 号 2



教育・子育て・防災「3本の柱」に“攻め”の審査で見えた
白子町のこれから・・・・・

令和６年度一般会計予算は議会の修正から始まった…
小学校の校舎建築に関する小学校設計業務委託料１億２千万円ですが、統合の議論が不十分なまま

で時期が適切ではない、との判断で議会により予算が減額修正されました。

その後、補正予算等を経て、最終的には、令和６年度一般会計は歳入約 56 億１千万円、歳出約 53

億８千万円の決算になりました。

決算審査特別委員会で審査！
決算審査特別委員会は９月 11 日と 17 日の２日間行われ、一般会計

と５事業特別会計を慎重に審議しました。

一般会計では、町が「３つの柱」とした主要事業を中心に、特別会

計では各事業で、それぞれ詳細にチェックしました。
統合小学校は中学校の敷地内に

建設される予定。

質疑、議論、要望！！
教育環境の充実

議論が必要な小学校統合

　設計業務委託料１億２千万

円は減額修正されたが、小学

校統合に関する議論は継続さ

れている。

安全安心な施設整備

　統合までは現在の小学校施

設を利用するので、老朽化対

策は必須。

　ＩＣＴ機器を活用した質の

高い教育環境の整備に配慮す

ること。

子育て支援の充実
家庭の負担 2,143 万円減

　給食費無償化により、家庭

の負担が軽減されたが、継続

には安定財源の確保が必要。

子ども子育て支援

　町と地域が一体となり更な

る子育て支援施策の充実・強

化に努めている。

　保健・福祉・教育などが横

断的に連携した展開は検討の

余地がある。

災害に強いまちづくり
地域防災マネージャー

　専門的知見を活かし、地域

防災力の向上及び有事即応体

制の強化を目指した。

防災行政無線の整備

　防災関連で約 9 千万円。更

新の時期を迎えた防災行政無

線親局の整備等、安定稼働と

リスク回避、高品質な情報伝

達と多様な手段の活用に努め

た。

そして認定！！！
慎重審議の結果、一般会計のほか、国民健康保険事業、後期高齢者事業、

介護保険事業、コミニティ・プラント事業、ガス事業の５事業特別会計、

全ての会計で令和６年度決算が認定されました。

令和７年度決算審査特別委員会

長島誠一委員長・秋葉広行副委員長・市川隆子委員

宗島理仁委員・髙山隆一委員・前田充浩委員・大塚貴充委員

計画の策
定が目的

になら

ないよう
に！！

計画に基
づき確実

に事業

を進める
ことが重

要！

 

議員の突
撃

インタ
ビュー

どうして白子に？？

今後の活動は？

なぜカフェか？

地域おこし協力隊 中大路彩子さん
なか　 おおじ　　あやこ

に聞きました！
インタビュアー 市川隆子・前田充浩・大多和正之インタビュアー 市川隆子・前田充浩・大多和正之

子育てがひと段落し、「新しい土地で暮

らしてみたい」と思っていたときに、地域

おこし協力隊の事を知りました。

白子町は家族でよくサーフィンを楽しん

だり、毎年たまねぎ祭りに訪れたりしてい

た思い出の場所。

「ご縁を感じました。白子町なら家族の

理解も得られそうだと思いました。」と笑

顔で話してくれました。

Café SOIL(カフェソイル)は、

「憩いの空間×チャレンジを応援する地

域共創カフェ」

白子町の豊かな土壌＝SOILのように、地

域の人々や思いを受け止め、育てていける

場をつくっていきます。地域の皆さんと一

緒に考え、協力しながら、交流や活動の輪

を広げる空間を目指していきます。　

循環農業を学び、製菓製造の経験を積ん

だことから、地域の特産である農業を生か

し、農家の皆さんとつながるカフェを立ち

上げたいと考えています。

「コーヒーを通して人と出会い、そこから

新しいつながりや活動が生まれていくーー

そんな場所が増えれば、白子町はもっと楽

しくなると思います」

オープン初日、家族が応援に

～人の思いと地域の恵みが重なって～
地域おこし協力隊の活動を通じて、空き家が地域資源としてよみがえり、人と人との交流が

広がっていく様子に、白子町の未来への一歩を感じることができました。

令和７年度決算審査特別委員会から

令和 7年 11 月６日　白子の議会　第 159 号3



緊
急
速
報
メ
ー
ル

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ア
プ
リ

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
り
詳
し
く
発
信
を

　

７
月
30
日
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
で
の
地
震
の
際
に
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
を
近
隣
市
町
村
と
比
較

す
る
と
大
網
白
里
市
で
は
、
大
網
白

里
ア
リ
ー
ナ
等
の
開
設
中
の
避
難
所

を
具
体
的
に
明
記
し
、
九
十
九
里
町

で
は
、
地
域
名
毎
に
詳
細
に
避
難
指

示
を
出
し
て
い
た
。
わ
が
町
で
も
見

習
う
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

最
善
の
示
し
方
を
検
討
す
る

　

近
隣
市
町
村
の
当
時
の
対
応

を
見
る
と
、
避
難
区
域
を
地
区
名

で
示
し
た
自
治
体
の
他
、「
〇
〇
道

路
よ
り
海
側
の
地
区
」
と
い
っ
た

表
現
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を

参
考
に
最
善
の
示
し
方
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

位
置
情
報
の
取
得
を
可
能
に

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

位
置
情
報
の
取
得
に
よ
り
、
避
難
所

等
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
現
在
地
か
ら

の
距
離
や
経
路
が
確
認
で
き
る
機

能
を
追
加
す
べ
き
で
す
。
安
全
な
避

難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を
表
示
す
る
こ

と
で
、
適
切
に
、
よ
り
落
ち
着
い
た

避
難
行
動
が
と
れ
る
一
助
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

耳
で
聞
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

県
が
導
入
し
た
「
耳
で
聞
く

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
う
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
位
置
情
報
を
取
得
で
き
、
経
路

案
内
等
の
機
能
を
備
え
た
も
の
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

宗
む ね 　 し ま 　 ま さ 　 ひ と

島 理 仁
議 員

町 政 を 問 う！
7人の議員が町政について一般質問を行いました

※議会だよりの一般質問は、議員作成の原稿を基に作成しています。❑掲載された質問　◆紙面の都合により掲載されていない質問

宗島 理仁 議員
❑防災対策について

大塚 貴充 議員
❑公共施設サッカー場の利用について

❑観光資源の白子桜について

前田 充浩 議員
❑地域生活支援事業について

市川 隆子 議員
◆国民健康保険について
◆高齢者支援について

❑首都圏ＣＣＳ事業について
◆空き家、空き地への対応について

髙山 隆一 議員
❑国際交流事業について
◆町有財産の管理等について
◆教育問題について
◆スーパーマーケット誘致について

大多和 正夫 議員
❑移住・定住推進事業について大多和 正之 議員

❑�保育園、小中学校付近の道路環境について

❑避難所の環境について
◆民泊施設の周辺環境について

ＱＲコードで　➡　
ご覧いただけます
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大
お お

多
た

和
わ

　正
ま さ お

夫
議 員

手
話
施
策
推
進
法
の
周
知
は

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
児
童
生

徒
が
手
話
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る

等
の
更
な
る
手
話
通
訳
者
派
遣
事

業
の
推
進
や
、
手
話
の
使
用
に
関

す
る
合
理
的
配
慮
が
行
わ
れ
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
手
話
施
策

推
進
法
の
周
知
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

意
志
疎
通
支
援
事
業
を
実
施

　

白
子
町
で
は
聴
覚
障
害
者
等

と
健
聴
者
の
意
志
の
疎
通
を
円
滑

に
す
る
と
共
に
、
聴
覚
障
害
者
等
の

福
祉
増
進
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
意
志
疎

通
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
条
件
等
の
見
直
し
は

　

「
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励

金
交
付
制
度
」
は
、
少
子
化
・
晩

婚
化
の
進
行
単
身
世
帯
の
増
加
な

ど
、
多
様
な
家
庭
形
態
が
存
在
す

る
中
49
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
と

し
た
条
件
に
合
致
し
な
い
家
庭
も

多
く
存
在
す
る
た
め
、
対
象
条
件

を
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

見
直
し
の
検
討
を
進
め
る

　

平
成
30
年
度
に
年
齢
要
件
の

緩
和
を
行
な
い
、
令
和
７
年
度
か

ら
補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

今
後
充
分
協
議
の
上
見
直
し
の

可
否
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
策
は

　

定
住
促
進
策
と
し
て
の
本
制

度
の
施
行
時
期
や
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

実
効
性
の
高
い
支
援
を
目
指
す

　

子
育
て
世
代
や
若
者
へ
の
総

括
的
な
支
援
体
制
の
強
化
と
共
に

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
を
し

ま
す
。

移
住
・
定
住
事
業

住
宅
取
得
の
利
子
補
給
制

度
の
創
設
は

地
域
生
活
支
援
事
業
を

  
前
 まえ　   だ　   みつ　  ひろ

田 充 浩
議 員
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モ
ン
ゴ
ル
国
と
友
好
関
係
構
築

　

４
月
24
日
に
モ
ン
ゴ
ル
国

駐
日
大
使
一
行
に
ご
来
町
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
の
友
好
関
係
構
築
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
国
際
交
流
に
関
す

予
約
日
の
変
更
は

　

町
外
者
の
予
約
受
付
を
早
め

る
こ
と
で
、
更
な
る
利
用
が
見
込

ま
れ
、
町
の
経
済
効
果
を
生
む
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。　
　

町
民
優
先
は
継
続

　

予
約
受
付
日
を
早
め
る
こ
と

は
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
優
先
は
継
続
し
つ
つ
、
サ
ッ

カ
ー
場
の
更
な
る
有
効
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
場
予
約
の
あ
り
方

　 　
大
お お 　 つ か 　 た か 　 み つ

塚 貴 充
議 員

国
際
交
流
事
業
は

髙
 たか　   やま　  りゅう　  いち 

山 隆 一
議 員

白
子
桜
に
思
い
を
馳
せ
る

る
予
算
を
計
上
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
必
要
予
算
計
上

　

ど
の
よ
う
な
連
携
を
し
て
い

く
の
か
、
大
使
館
や
モ
ン
ゴ
ル
国

現
地
の
方
々
な
ど
意
見
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
検
討
を
十
分
に
重
ね
、

町
民
の
方
々
へ
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
友
好
関
係
が
築
け
る
よ
う
事

業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
に
計
上
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
相
互
に
連
携
事
項

を
調
整
し
た
う
え
で
、
国
際
交
流

に
必
要
な
予
算

を
計
上
し
た
い

と
考
え
て
お
り

ま
す
。

観
光
資
源
の
桜
の
管
理
は

　

観
光
名
所
の
開
拓
の
下
、
桜

の
植
樹
が
行
わ
れ
、
時
を
経
て
、

地
に
根
を
張
り
、
花
を
咲
か
せ
、

白
子
桜
は
毎
年
多
く
の
人
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。
桜
の
管
理
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

桜
を
維
持

　

現
在
、
桜
周
辺
の
雑
草
除
去

を
行
い
病
虫
害
か
ら
守
る
管
理
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
町
の
管
理
地

が
広
が
り
、
管
理
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
桜
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
観
光

地
美
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

▼

2025年８月１日、
バヤルサイハン
駐日モンゴル国大使と
緑川町長

令和 7年 11 月６日　白子の議会　第 159 号 6



町
の
認
識
は

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
は
、
内
房
の

工
業
地
帯
か
ら
排
出
さ
れ
た
二
酸

化
炭
素
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
運
び
、

九
十
九
里
沖
の
海
底
に
貯
留
す
る

も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
事
業
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

国
家
政
策
と
認
識

　

町
が
受
け
た
説
明
概
要
は
、

２
０
２
５
年
か
ら
２
年
間
で
調
査

し
、
事
業
の
実
施
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
事
業
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
を

す
る
と
閣
議
決
定
さ
れ
た
趣
旨
の

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
設
置

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
よ
る
交

通
規
制
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
や
地
域
住
民
の
方
々
な
ど

の
調
整
が
必
要
で
す
し
時
間
が
か

か
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
前
に

町
と
し
て
安
全
対
策
を
す
る
考
え

が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
路
面
標
示
の
設
置

　

今
年
度
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

通
学
路
で
あ
る
こ
と
の
注
意
喚
起

な
ど
、
視
覚
的
に
速
度
を
抑
制
す

る
路
面
標
示
な
ど
の
設
置
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
中
学
校
付
近
の
道
路
環
境

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
は

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

　
　

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
を
整

備
し
て
い
く
事
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

設
置
を
進
め
て
い
き
た
い

　

小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
統
合
に
関
す
る
協
議
と
併
せ
て

設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

説
明
で
し
た
。
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の

国
家
政
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
が
依
頼
さ
れ
た
事
項
は
、

道
路
試
掘
調
査
立
会
と
自
然
環
境

に
か
か
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
で

す
。

大
お お

多
た

和
わ

　正
ま さ ゆ き

之
議 員

夏
季
避
難
所
運
営
の
考
え
方
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番 号 項 　 　 　 目

大
塚
貴
充

前
田
充
浩

秋
葉
広
行

髙
山
隆
一

長
島
誠
一

今
井
滋
則

大
多
和
正
夫

梅
澤
哲
夫

宗
島
理
仁

酒
井
良
信

今
関
勝
巳

大
多
和
正
之

大
多
和
秀
一

市
川
隆
子

承認 第1号 専決処分事項の承認を求めることについて
（損害賠償の額の決定及び和解について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮 問 第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 第1号 和解について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 第2号 白子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第3号 白子町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第4号 財産の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 第5号 令和７年度白子町一般会計第３回歳入歳出補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 第6号 令和７年度白子町国民健康保険事業特別会計第１回歳入歳

出補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第7号 令和７年度白子町後期高齢者事業特別会計第１回歳入歳出
補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第8号 令和７年度白子町介護保険事業特別会計第１回歳入歳出補
正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案 第9号 令和７年度白子町ガス事業特別会計第１回歳入歳出補正予
算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第1号 令和６年度白子町一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×
認 定 第2号 令和６年度白子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×

認 定 第3号 令和６年度白子町後期高齢者事業特別会計歳入歳出決算認
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×

認 定 第4号 令和６年度白子町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×

認 定 第5号 令和６年度白子町コミニティ・プラント事業特別会計歳入
歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認 定 第6号 令和６年度白子町ガス事業特別会計歳入歳出決算認定及び剰
余金の処分について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年第３回議会定例会　議案審議結果一覧
  

編
集
後
記

70
年
の
結
党
以
来
、
女
性
初
の

自
民
党
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
高

市
早
苗
氏
が
、
日
本
の
憲
政
史

上
初
め
て
女
性
の
首
相
に
就
任

し
ま
し
た
。

物
価
高
対
策
、
再
生
産
可
能

な
米
価
の
確
保
、
１
０
０
％
を

目
指
す
食
料
自
給
率
等
、
農
村

に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
興
味

深
い
政
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の
値
段

が
乱
高
下
し
な
い
よ
う
に
願
い

た
い
も
の
で
す
。

女
性
の
社
会
参
画
が
叫
ば
れ

て
久
し
い
で
す
が
、
白
子
町
議

会
で
は
市
川
隆
子
議
員
が
一
人

女
性
目
線
を
持
っ
て
孤
軍
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
女
性
議
員
が
多
く
誕
生

す
れ
ば
社
会
を
変
え
る
大
き
な

力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

二
年
後
の
議
会
改
選
時
に
は

是
非
多
く
の
女
性
の
立
候
補

を
！

    

　
　
　
　
　
秋
葉
　
広
行

  

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会

　

７
月
31
日
の
臨
時
議
会
で
全
会
一

致
に
よ
り
太
田
和
晴
彦
氏
が
町
教
育

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
、
町
の
教
育
現
場
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
教
育
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

人
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と

「
自
分
に
謙
虚
で
あ
る
こ
と
」

「
周
り
に
感
謝
す
る
こ
と
」

「
程
よ
い
愛
嬌
を
持
つ
こ
と
」

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
自
分
を
大
切
に
」

「
家
族
を
は
じ
め
周
り
の
人
を
大
切
に
」

「
ふ
る
さ
と
『
白
子
』
を
大
切
に
」

　

白
子
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
こ
の
想
い
を
胸
に
誇
り
と
優

し
さ
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

心技体の一如
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